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スペイ ン語 の語順 は,特 に外 国人に とって厄 介な問題 であ る。 た とえぽ,初
級 の段 階を終 った 日本 入が スペ イ ン語の文章 を読 ん でいて,つ き当 る最大 の問
題は,文 の主述関係 が うま くつ かめない ご とであ る。 この点抵,同 系 の英 語を
母語 とす るため,学 習 上は るか に有 利な立場 にあ るアメ リカ人で も 同 じ ら し
く,初 歩 の うちは文 の主語が どれ かわか らな くて苦 しむ と言 う。
この ような問題が生 じる主な原 因は,ス ペ イ ン語では主語 が必ず し も 文 頭
(ま たは動詞 の前)に 現れ る とは限 らない ことにあ る。 一般 に,英 語 もスペ イ
ソ語 もSVO型 の語順を とる言語 であ るとされ てい るが,ス ペイ ン語の場合,
主語名詞 句の存在 が義 務的では ない上にそ の語 順はかな り可変的 であ る。 この
点で スペイ ソ語は,あ らゆ る文 に主 語を要求 し,そ の語順に ついて も厳格 な英
語や フラ ソス語 とは対 照的 であ る。
文 に主語が存在す る場合 を考え る と,そ の位置 は動詞に対 して 前 置(ante・
posici6n)か または鋒置(posposici6n)の ケースに二分 され る。 主語 の後置 は,
普通,倒 置(inversi6n)と よぼれ るが,こ の用語 には正常語順 が転倒 してい る
とい う含意があ る。実 際に,ス ペイ ン語 の文 で も,主 語前置 が最 も一般的 であ
る。 しか し,動 詞gustarの 構文 の よ うに倒置 が正常語順 の ものがあ り,そ の
他 に も倒置が正常 であ る一定 の構 文がみ られ る。本論で は,こ れ らの主語後置
構文 を考察の対象 とす る。
馨 本稿は,「 スペイン語の語順について」(小 樽商大言語研究会,1978年7月6臼)お よ
び 「主語の態様から見たスペイン語の文型」(東 西合同スペイン語学研究会,1981年
5月10日,大 阪外語大)と 題して発表した草稿に改訂 ・加筆を加えたものである6
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スペイン語の語順の問題は,伝 統文法ではほ とんど取扱われてこなかった。
その原因は,こ れが主に文体または修辞の問題 と考えられてきたか らである。
語順の選択に文体的あるいは修辞的要因が作用す ることは否定できない。 しか
し,そ れがすべての決定要因でないことも確かである。文体的選択が行われる
以前にい くつかの文法的要因が語順の決定に作用 していることは明らかだ と思
われ る。
語順の問題を取扱 うためには,主 述関係のような文内部の統語構 造 の ほ か
に,プ ラーグ学派に始まる機能的文構成(FunctionalSentencePerspective)あ
るいは情報構造(lnformationStructure)の 視点を取入れ る必要があると考え
る。 したがって,本 論では,主 語の後置の問題を主述関係と情報構造のかかわ
り合いとい う観点からとらえて行 く。主語後置文の中には,疑 問文のように主
語の後置を統語的な標識 とす るものがあるが,こ こでは,基 本的な平叙文のみ
を対象 として扱 う。
以下では,ま ず主題お よび情報構造 とい う観点から主語の語順決定に作用 じ
ていると思われる原則を探 り,次 にこのような原則が典型的な主語後置文一
提示文,経 験動詞文,再 帰受動文および判断文一 に どのようにかかわ ってい
るかを検討す る。
2.主 語の語順に関与す る要因
2.1.主 語 と主題Halliday(1970:164Dこよる と,伝 統的 な意 味で の主 語
は,4つ の機能,す なわ ち(ユ)actor(logicalsubject),(2)modalsubject(gram・
maticalsubject),(3)theme(psychologicalsubject1)および(4)given(psycho・
Iogicalsubject2)の 複合体 であ る。 この うち語順 を考 える上 で問題 にな るのは,
文法 的主語(2)と 心理 的主語(3お よび4)と の関係 であ る。
本論 で主語 とい うのは,も ちろん文法的 主語の意味 であ る。言語 に よ っ て
は,何 を主語 と認め るか につ いて問題 のあ る場合があ る。 スペ イ ン 語 の 場 合
は,非 人称文やse不 定 人称文 につい て主語 を ど う考 え るか多少問題 があ る。
しか し,一 般的 には,主 語 を認定す るのに さほ ど困難はな い。Keenan(1976)
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は,codingproperties,behaviorandcontrolpropertiesおよびsemantic
propertiesの3様 相か ら主語 を普遍的に定義 しよ う・としてい る。 この観点か ら
見 ると,ス ペイ ン語の主語 は,behavior特 性 や意味的特性 もさるこ となが ら,
顕著 なcoding特 性を持 ってい る。そ の第1は 動詞 の呼応(verbagreement)
であ り,第2は,代 名詞化 した場 合,主 格 を とるとい う格表 示(casemarking)
の特性 であ る。最初 に見 た とお り,語 順は必ず しも関与的 ではない。
伝統文 法で心理主 語 とよばれ た概念 をHaliidayはthenieとgivenに分 け
ている。Halliday(1970=161)セ こよる と,themeはrhemeと対立 す る概念 で
あ り,messageと しての節 にかかわ るthematizationstructureに よって節に
割 当て られ る機能 であ る。英語 では,文 頭 に置かれた 要素がthemeで あ る。
Theme(主 題)は,人 に よってそ の概 念に異 同があ って,非 常 に まぎ らわ し
い用語 であ り,Chafe(1976)の よ うに これを無用 とす る見解 もあ る。 しか し,
本論 では,こ の用語 を基本的 にはHalliday(1967,1970)的な意味で用 い る。
ただ し,完 全に 同 じ意味ではな い。 文頭 にあ る名詞 句 または前置 詞句 が 主 題
(tema)で ある と規定 してお く。文セこは,主 題 があ る もの とない ものが存在 す る
こ とにな るが,い ず れにせ よ,主 題 は1つ の文の中 で規定 す るこ とがで きる概
念 であ る。
2.2.情 報構造 主題 は文 の情報 構造 とも関連す る。Halliday(1970:162-
163)に よれば,こ の構造 を荷 う機能はgivenとnewであ る。英語 では,音
調(intonation)に よって情報構 造が表わ され る。
スペイ ン語で は,情 報構造 が語順 と音調 に よって表 現 され る と考え られ る。
無標 の場合には,文 末の要素 に主強勢 があ るとみ られ,こ れが その 文 の 焦 点
(f㏄も)で あ る。焦 点は どめ文 に も必 らず存在 す る。 これは,通 常話 し手が聞 き
手に伝 え ようとす る新情報(new)ま た はその一部 を荷 って いる。 一方,そ れ
に先 行す る部分 は,通 常話 し手がす でに聞 き手 に承知 され てい るもの と想 定 し
てい る旧情報(givenま たはold)を 荷 ってい る。
したが って,最 も普通 の場合,文 の要 素は 旧情 報一 新情報 の順序で配列 され
るこ とにな る。 これ は機 能的文構成 あ るいは情報 構造 の一般 的な原則 であ り,
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井上(1979)は 「旧 ・新の原則」 とよんでい る。 この原則は,ス ペ イ ソ語 の語
順を決定す る上で非常 に重要な役割 を果 してい ると考え られ るのであ る。た だ
し,旧 ・新 両要素 を含 まず,文 全体 が新情報あ るいは 旧情報 の場合 も あ り得
る。
情報構 造か ら見 る と,文 頭 に立つ主題は,通 常,旧 情 報 またはそ の一 部であ
るこ とが多い。 なお,主 題は文 内部 で規定 で きる概念 であ るのに対 し,情 報構
造は 談話(discurs6)の レヴェル に属す るもの と考 え られ る。
ところで,旧/新 の対 立は,し ぽ しば既知(known)/未 知(unknown)の 対立
と同一視 され るこ とがあ る。 また,既 知/未 知 の対立 は,定(de丘nido)/不 定
(inde丘nido)の 対立 と も混 同 されやす い。 実際 に,ス ペ イ ン語 では,主 題 が旧
であ り,既 知 かつ定 の要 素であ る場 合が最 も多 い。 しか し,こ れ らの概 念は常
に一致す るわ けでは な く,は っき り区別す る必 要があ る。
新情報(以 下 「新」 と言 う)お よび旧情報(以 下 「旧」 と言 う)が 文 の どの
要素 も包含 し得 るのに対 し,既 知/未 知 の区別は,も っぱ ら名詞 句にかかわ る。
既知項 目とは,先 行す る文脈 の中で既 出であ るか,談 話 の場 面や一般的 な経験
'
の中 で共 通の理解 を得てい る と話 し手が判 断 してい る項 目であ る(井 上,1979:
29参 照)。 スペ イ ン語 の場 合,既 知 の名詞句 を構 成す るのは,固 有名詞,定 名
詞句(定 冠詞が付 く),代 名詞,総 称名詞 であ り,一 方,未 知 の名詞句を構成
す るのは,不 定 名詞 句(不 定 冠詞 また は数 壼詞が付 くか,無 冠詞)で あ る と考
え られ る1)。 したが って,定/不 定 は既 知/未 知 のそれ ぞれ1項 目にす ぎな い。
旧惰報を構成す る要素 は既 知であ るが,新 情報 を構 成す る要素 は既知 で も未
知 で もあ り得 る。 た とえぽ,下 記の文 は,
(1)DゑmasoAlonsohabl6delaunidaddelalengua.
.(2)Losextranjerospodranvotarenlaseleccione$municipales・
どち らも新聞 の見出 しか らとった ものであ り,し たが って,文 全 体が新 であ る
が,主 語 の名 詞句は既知 であ る2)。 主 題は,多 くの場合,旧 であ るが,こ の よ
1)既 知/未 知と定冠詞,不 定冠詞,無 冠詞および数量詞(数 詞,不 定形容詞など)の 関
係については,さ らに細分化する必要があるかもしれない。
2)出 所が新聞と記してある文例は,す べて"Espa漁81"の 各号からとった。・
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うに主題 が新 の一部 であ る場合お よび主題 のみ が新 であ る場合 も存在 す る。
2.3.情 報構造 と主語 スペ イソ語 の平 叙文 では,主 語が文頭 に立ち,主 語
と主題 が一致す る場合が最 も多 く,こ れ が一般に正常語 順 とみ な され てい る。
(3)Jorgetrabajamuyintensamente.
(4)Lasnegociacionessereanudanenoctubre.
(5)Losempresariosespaholesinvirtierontresbillonesdepesetas
durante1980.
この よ うに スペ イ ソ語 で も英語 ・フラソス語 と同 じ く,主 語前置 のSV(0)
型 カミ最 も常用 され る語順 であ る。 しか しなが ら,ス ペ イ ソ語 では,純 粋 に統語
的原理のみ に よらて,つ ま り主語が 主語 とい う統 語的機能 を持 つがゆ えに当然
に文頭 の位置 を 占め る とは考え られ ない。 これ は,ス ペ イ ソ語 の主語 の位 置が
非常 に可変 的であ り,「 正常語順」 で はない場 合が あま りに多い ことに よ っ て
も明らか であ る。.
それ と同時 に,主 語前置 は定形動詞 文に限 られ,不 定形動 詞(不 定詞 ・現在
分詞 ・過 去分 詞)の 構 文では,主 語が出現す る場合,一 般に 後置 となる ことに
注 目しなければ な らない。次 にあげ るのは,不 定詞構文 の例 であ る。
(6)[Unsentidode``fallar"es]perderun琴cosasuresistencia.
(7)AItrabajarJorgemuyintensamente,...
この よ うな主語後置 こそむ しろスペ イ ソ語 の基本語順 ではな いか と考え られ
る3)。 したが って,前 記(3)～(5)の よ うな定形 動詞文 では,主 語 が一 定 の条件
の もとに主題 化 してい る もの とみ られ る4)。 主題化 を・可能 にす る条件は,定 形
動詞 におけ る人称 語尾 の存在 であ る。
前記 の文(3)の 主 語を代名 詞化す る と,(8)～(9)が 生 じる。
(8)Trabajamuyintensamente.
(9)動trabajamuyintensamente.
一般 に,(8)は(9)の 主語 代名詞が 「省 略」 された と説 明 され る。 しか し,ス
3)Meyer(1972)も スペイン語の深層語順をVSOと 仮定 している。
4)主 題化という用語は,変 形による派生を前提としているわけではない。以下で用いる
左方転位についても同じである。
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ペ イ ン語では,(8)の ように主語が非 明示(implicitootゑcito)の 場 合が無標
の一般的 な形 式で あ り,(9)の ように主語代名詞 が明示 され るのは有標 の場合
であ る。 実際に,後 老 は通常,主 語 の強調 を表す と言われ てい る。
これ に よって 明 らか な とお り,ス ペ イ ン語 では,主 語 の前 方照応的 代名詞化
が動詞 人称 語尾に よる表示だ けで十 分な のだ と考え られ る。 した がって,(8) .
は(9)の 主語 代名詞 が削除 ・省略 され て生 じるのではな く5),逆 に(8)の 主語
が主題 化 して文頭 に置かれ た ものが(9)な のであ る。
つ ま り,(8)の 主語は動詞 入称語尾 のみ に よって表示 され てい るのに対 し,
(9)の 主語は代名 詞 と動詞 人称 語尾 に よって重複表 現 され てい ることに なる。
この よ うに,ス ペイ ン語 の動 詞人称語尾 は,代 名詞 化 した主語 を表示 してい る
のであ って,主 語に対す る機械的 な呼応形式 とみ るべ きで は な い(Schroten,
1981参 照)。
ともか く,定 形 動詞文 では,人 称 語尾の重複表現 を とる ことに よって主 語を
文 頭に置 き,主 題化す ることが可能 なのであ る。 しか し,不 定形動詞の 場 合
は,人 称語 尾が欠け てい るため,主 題化を マ ー クす る手段 がな く,主 語前 置が
妨げ られ てい る と考 え られ る。
このよ うなわけで,ス ペ イ ソ語 の主語は,主 語が主語 た る地位 を持 ってい る
ため とい う統 語的原則 に よって位置 が決定 され るとい うよ り,む しろ,統 語的
制 約を破 らない限 り,機 能的文構成 または情報構 造 の原 則に従 って文 の中に配
置 され る と考 え られ る。 したが って,前 記(3)～(5)の よ うな普通 の定形 動詞文
では,主 語 が この原則 に従 って文 頭の主題 の位 置を 占め た もの とみ られ る。
主語は既知 であ るこ とが圧倒的 に多 く6),し か も旧であ るこ とが多 いので,
主語が主題 とな って文 頭に立つ構成 は,文 の情報構 造 の原 則に適合 してい る。
そ の上,SVO型 の語順 は,2つ の名詞句 が動詞に よって分離 され てい る点 で,
5)こ の場合にSchroten(1981)は,復 元可能性の観点から主語代名詞の削除とい う考え
方を否定している。
6)佐 藤(1979=120)は,主 語に定冠詞が最も多く用いられる原因について 「名 詞 が,
主格にある,とい うことが定冠詞選択の一つの要因になる」 と説明している。しかし,
むしろ既知項 目であるからこそ主語に選択されたのではなかろ うか。
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それ らに格 の標識 がない場合 は,情 報伝達 上大 きな利点 があ る。 この よ うな理
由で定形動 詞文で は,主 語前置 の語順 が最 も常用 され る文型 にな ってい ると考
え られ る。 この結 果,主 語が既知 の場合ば か りでは な く,未 知(=新)の 場合
に も主題化 し,前 置 され るのが通 例 とな ってい る。
(10)Urlamadredioasuhijaunracimodeuvas.
(11)Treso▽ejas,Iindasygraciosas,seacercabanalIuminosope.
sebre.
(12)PartidasenterasdegenteeuropeaestanporAfricacazando
elefantes.
結局,ス ペイ ン語 の定形 動詞文 では,主 語が あ る限 り,そ れ 自体が文 の焦点
でなけれぽ,主 題化 し,前 置 され るのが情報 構造上 の原則 であ ると考 えられ る。
今 まで主語 が主題 とな る場合を取上 げて きたが,主 語 以外 の要素 が主 題 とな
る ことも多 い。 た とえば,時 間や場所 を表 す副詞的 な名詞 句 ・前 置詞句 が主題
とな る例 は,し ば しぽ 見 られ る。 しか し,以 下 では主語 の語順 と特にかかわ り
の深 い直接補 語お よび 間接 補語が主題 とな る場 合を検討す る。
本 論では,主 語を含め て文の要素 が主題 とな ることを主題 化 と便宜的 に よん
でいるが,一 般 には,主 語 以外の要素 が文頭 に置か れ るのを主題 化,そ の際
代名詞 が反復 され るのを左方転位 とよぶのが普通 であ る。主語 が主題化 した場,
合 も,動 詞人称語 尾に よる重複表現 が行われ るので,一 種 の左方転位 と考え る
ことがで き よう。 しか し,普 通の意味 での左方転位 が可能 なのは,ス ペ イ ソ語
では,直 接補語 と間接補語 のみであ る。 これは,い わゆ る重複 代名詞表現 を と
る文 を構成す る。
(13)Susgritossebsllevaelviento.(Hatcher,,1968)
(14)Almejorcazadorselevalaliebre.(Poston,1953)
この よ うな重複 代名詞表現 を とる条件 につい ては,左 方転位す る要素 の品詞
の相違(Poston,1953)あ るいは定/不 定 の対 立(宮 本,1975)な どさ まざまに論
じられてい る。 しか し,決 定 的な条件 は,文 頭 に置 かれた要素 が必ず既知か つ
旧であ るこ とだ と思われ る。 また,左 方転位 の伝達上 の機能 は,通 常は主題 で
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はない要 素を主題化 し,そ れ に対 比(contraste)ま たは強調 を与 え るこ とだ と
考え る。
左 方転位 で重複 代名詞 が出現 しな い もの,つ ま り狭義 の主題化 が行われ るの
は,大 部分 が直接補語 であ って,間 接補語 の例 は非常 に少 い。
(15)Muchomiedodebetenerelgobierno.(Poston,1953)
(16)Mecan6grafosne臼esitalaCompahiadeelectricidad・[求人広 告]
(Fish,1959)
この ように重複代 名詞表現 を とらない ケ ースを検討 してみ る と,主 題 化す る
要素 が既 知の場合 は例外で あ って,未 知 の場合がほ とん どであ る7)。 したが っ
て,情 報構 造上は,新 の要素 が文 頭に立 ってい るわ けで,有 標 の構 成 とな る。
それ だけに,聞 き手の注意 を引 きつけ,強 調の機能 を果 してい ると 考 え ら れ
る。
重複 代名詞 の有 無を問わず,広 い意味 の左方 転位 文で は,上 例(13)～(16)に
見 られ るよ うに主語 後置 とな るのが通例 であ る。 この事実は,1つ の文 の主題
は1つ に限 られ るとい う原則,な らび に代名詞 ではない名詞句 が2つ 以上動詞
の前 にあ ってはいけな い とい う制約 に よって説 明で きる と思わ れ る(Meyer,
1972参 照)。'
3.主 語 後 置 文 の 類 型
す でに見た とお り,ス ペイ ソ語 の定形動 詞文 では,他 に特別 の理 由がな い限
り主 語前 置が原 則であ る。 しか し,こ の原 則に反 して,規 則的 に主 語後置 とな
る文 型が存在す る。以下 では,そ のよ うな主語後置 文を4類 型 に分 け,そ れ ぞ
れ が情報 構造 上,ど の よ うな構 成を とってい るか とい うこ とを中心 に 考 察 す
る。
3.1.提 示文Hatcher(1956)は,存在,開 始,持 続,出 現,到 来な ど主
語 の存在 を意味す る 自動詞文 では,主 語 が倒置 され ることを指摘 した。
7)既 知の場合,比 較的多くみられるのは,esto,eSQが 主題化した例である。
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ス ペ イ ソ 語 の 全 般 的 な 語 順 規 則 を 定 式 化 し たContreras(1976:§6)は8),『
Hatcher,(1956)が 論 じた 種 類 の 動 詞 は[+presentational]の素 性 を 持 ち,こ れ
を 持 た な い 他 の 動 詞 と は 別 の 語 順 を と る と規 定 し て い る 。 た と え ば[+presen・
tationa1]の 素 性 を 持 つ 動 詞empezarの 文 で は,
(17)a.Empez61aresistencia.
b.Laresistenciaempez6.
"ど Ωu6pas6?"ま た は"こ Ωu6empez6?"
,の 答 とな る の は(17a)で あ り,
``こΩu白pas6conlaresistericiaP"の答 と な る の は(17b)で あ る と し て い る
(Contreras,1976:25-26)。た だ し,2文 と も 文 末 要 素 に 主 強 勢 が 拳 る 通 常 の 場
合 で あ る 。
上 記 の2文 を 日本 語 と 対 照 す れ ぽ,そ れ ぞ れ 次 の 文 に 対 応 す る は ず で あ る 。
(18)a.抵 抗 運 動 が 始 ま っ た 。
●
b.抵 抗運動は始 ま った。
す なわ ち,(18a)は 中 立叙 述(neutraldescription)ま たは 総記(exhaustive
listing)の 「が」 の文であ り,(18b)は 主題(theme)の 「は」 の文 であ る(久
野,1972参 照)。 中立叙述 また は総記 に該 当す る場合,つ ま り文全体 も しくは
主語 が新の場合,ス ペ イ ン語 では主語後 置 とな るこ とに注 目すべ きであ る。
これに対 し,非 提示[-presentational]の 動 詞は,Contreras(1976:27-28)
に よると異 な る語順 を とる。 す なわ ち,"ど Ωu6pas6P"の 答 としては(19a),
(19)a.Laresistenciafracas6.
b.Fracas61aresistencia.
"己Ωu6fracas6P"の 答 としては(19b)が 正常語 順の文 であ ると言 う(た だ し,
いずれ も文末 に主強勢 があ る場合)。
以上の ケ ースを ま とめ ると,次 の よ うに規定 で きる。 動詞が提示/非 提示 で
あ る とを 問わ ず,(1)そ の文の主語 が旧で あれ ぽ,主 題 とな り,主 語 は前 置 さ
れ る,(2)主 語のみ が新 であれ ぽ,こ れが焦点 とな るので主語 は後置 され る。
これ らの配 列は,旧 ・新 の情 報原則 に合致 してお り,自 動詞/他 動詞 の別な く
8)た だし,そ の規則の妥当性については,疑 わしい点がかな りある。
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適用 され る一般原則 と考え られ る。 ところが,Contreras(1976)に よれぽ,文
全体が新 の場合,提 示動詞 では主語後置(17a)で あ るのに対 し,非 提示動詞
では主語前 置(19a)と い う相違 が生 じる ことにな る。 はた して,こ のよ うな明
確 な区別が常 にあ るのだ ろ うか。'
少 くとも提示 動詞 に関 しては,上 記 の事実 に疑 いはない。 しか し,非 提示 動
詞 につい ては疑 問があ る。 た とえぽ,(19a)の 文 が談話の文脈 あ るいは場面 の
脈絡 の中 で全 くの新情報 として発話 され るものだ ろ うか。一 般に,非 提 示動詞
であ って も,同 じ条件下 では主語後置 にな る場合 がかな り多 いのでは なかろ う
か。実際 に,こ のよ うな例は少 な くない とみ られ る。Bolinger(1954)が あげ
てい る次 の文 は,
(20)Suenaeltel6fono.[電話が 鳴 ってい る。]
(21)Estabadescompuestoelcarburador.[ギャブ レターが こわれ
てい ました。]
(22)Serasg6elpapeL[紙が破れた。]
いずれ もBolingerが 説 明す る発話場 面か ら判 断す る と,文 全 体が新 の ケース
であ る。
談話の 冒頭文 は,当 然 に文全体 が新 であ るが,こ の場合 に も,い わ ゆ る提 示
動詞 の文で はないのに主語 が後置 され るのはめず らしい こ とではない。 次の例
の うち,(23)～(24)は 新聞 の見 出 しで あ り,(25)は 物語 の冒頭文で ある。
(23)Aument61aexportaci6ndeIibros.
(24)MejorarゑnlasrelacionesconFrancia.
(25)Unavezviviaunhombrecuyoshijosnuncaestabanenpaz.
以上 のこ とか ら,む しろ次 の ように推論す ることが でき る。 自動詞文 では,
主 語のみが新 であ る場合 と同様,文 全 体が新 であ る場合 に も動詞 自体 が焦点で
な い限 り,一 般 に主 語は後置 され る。 この場合 の 自動 詞文は,談 話に主語 を導
入 ・提 示す る ことが主要 な機 能 とな ってい る と考 え られ,そ のため主語が焦 点
とされ るので あ る。 この種 の 自動詞文 は,提 示文(oraci6npresentaciona1)と
ノ
名づけることができよう。いわゆる提示動詞は,そ の意味からして提示文を構
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成す る ことが多 いのは当然 であ るが,本 来は非提示動詞 に属す る ものであ って
も,談 話 の状況に よっては提示文 を構成 で きるのであ る。
さて,自 動詞文 と異 な って,他 動詞文 の場 合は,文 全 体が新 であ って も主語
前置 とな るのが普通 であ る。 この場合 には,定 形動詞文 の主語は前置 され る と
い う一般原 則に従 ってい る とみ られ る。次 の(26)～(27)は 物 語 の冒頭文,(28)
～(29)は 新聞 の見 出 しであ って,い ずれ も文全体 が新の例 であ る。
(26)Uncampesinoteniatreshijos.
(27)Unosni丘oshanelevadounglobo.
(28)Espafiarecup6r6elGuernica.
(29)Cienti丘cosespah61esenSiberia丘1maronel血ltimoeclipse
solar。
この よ うな相違 が生 じる主 な原因は,他 動 詞文に おけ る直接補語 の存在であ
ろ うと思われ る。
提示文 では,そ の本 質上,談 話の舞台 に1つ の参与者(participante)の 導入
を表現す るこ とが 主な機能 であ るか ら,情 報 の中 で最 も重要な主語 が文末 の焦
点 の位 置に置かれ るのは 当然 であ る。 これに対 し,一 般 に他動詞文 では,そ こ
に現れ る2つ の参与者 の うち,被 動作老 を表 す要素(直 接補語)に 情 報の焦点
があ り,も う一方 の参 与者 を表す 主語は,情 報上の重要 性が比較的小 さい。 し
た が って,無 標 の場合には,直 接補語 が文 末の焦点 とな り,主 語 は定形 動詞文
の一般 原則に従 って主題 の位置 に置かれ るもの と考 え られ る。
しか しなが ら,他 動詞文 であ って も,動 詞 と直接補語 が緊密 な意 味的単位 を
形成 して いる とぎは,主 語 後置 とな る ことがあ る。
(30)EntoncesteniamuchodineroJuan,ahoranotienenada.
(Kahane.Kahane,1950)
(31)Hoynocomer直cameelgato.(ibid.)
この場合,直 接補語は無冠 詞な のが普通 であ る。 これ らの文 は,す でに取上 げ
た提示文 と同様,談 話 の話題 となる主語を新た に導 入 ・提示す る機能 を果 して
お り,他 動 詞に よる提 示文の1種 とみなす こ とがで きる。
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ところで,Fish(1959)は,新 聞 の見出 しの よ うに全文 が 吻吻 ノ駕θ'の〃 の場
合(つ ま り本論 で言 う新 の場合),通 常 の語順 は,VSOかVOSで あ るとし
て,次 の よ うな例 を上 げ てい る。
(32)Inici6hoyeldoctorFrondizisugobiernoconstitucional_
(33)Firmaronayerunpactoecon6micoCubayCanada.
これ らの文は,他 動詞 に よって構成 され てお り,し か も主語 は既 知で ある。
実際 に,こ のよ うな語順 の文 は,新 聞 ・雑 誌等で よ く見 られ る。 しか し,同 じ
環境 で,前 記(28)～(29)の ような主語前 置文 もまた頻繁 に見 られ るので ある。
Fish(1959:584)自 身 も(32)～(33)の よ うな構成 め不均衡 な文は,主 語 を主
題 として扱 うことに よって回避す る傾 向があ る旨を述 べて いる。
結 局,他 動詞 文では,や は り主語前置 が原則で あ り,(32)～(33)の ような主
語後 置は,む しろ原則を意 図的に破 った ケースで あろ うと考え る。一般的 な語
順 を崩す こ とに よって相 手の注意 を引 き,こ れ を文 末の焦点 に 向って集 中 させ
て行 くとい う情報 伝達 の手法が とられ てい る と思わ れ る。 この場合,語 順 が
vsoに な るかVOSに な るかは,話 し手 が談話 の構成 上,ど の要素 を焦 点 と
す るかに よって決定 され るとみ られ る。
今 まで問題に してきた ケースでは,文 全体 が新 なので あ るか ら,旧 ・新 の情
報原則が働 いてい る とは言えな い。 もっ とも,機 能的 文構成 をFirbas的 な
communicativedynamism(CD)の推 移的配分 として とらえ るな らぽ,説 明が
可能 か も しれ ないが,本 論 では,情 報構造 を新 ・旧の二項対立 で考えて い る。
この ように,文 全体 が新の場合,牧 野(1980:46)は,語 順 が旧 ・新 とい う
よ り相鮒的重要 度の概念 に従 うと主張 してい る。 この仮説 に よれぽ,書 き 手
(ま た は話 し手)は,比 較 的重 要でな い情 報は先 に出 し,ひ き続 き談話 の話 題
とな る ような重 要な要素 は文 末に おいて焦点 を当て るので ある。 この相対 的重
要度の原則 は,今 まで検 討 して きた スペ イ ソ語 の ケースに も適用で きるのでは
ないか と思 われ る。
3,2.経 験動 詞文 通常,必 らず主 語後 置文 を構成 す る とい う点で代表的 な
動 詞はgustarで あ る。 これ と意 味的 ・統語 的に共通性 を持つ一連 の動 詞 また
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は表現 も同 じ構成 を とる。
〈34)Megustaelc… ぜ6.
(35)Medueleunamuela.
(36)Leencantanlostoros.
この種 の動 詞は,そ の統語的 な特異 性の点で顕著 な グルー プをな しているに も
かかわ らず,伝 統文法 では しか るべ き扱 いを受 けてい ない。 これ らの動 詞は,
gustarを は じめ として意味的 に人 の経 験 を表す ものが主 であ るか ら,経 験 動
詞(verbosexperimentales)と名づけ てお く9)。
この型 の動詞 の文 では,経 験 の主体,つ ま り経 験者(θ ⑫θ7蜘C87)が 必 らず
与格 または対 格 の接語形 代名詞 で表 現 され るのが特徴 であ る。 経験者 が代名詞
化 していない場合 も,必 らず重複 代名詞表現 を とる。
(37)AJuanlegustaelcaf6.
(38)ABelllepreocupaelfen6menodela``contracultura,'.
この ことか らも明 らかな とお り,経 験動詞文 の与格 ・対格 で表現 され る経験者
は必ず既知 であ り,通 常,旧 であ る。 これ に対 し,主 語 は新 であ るのが一般的
な場 合であ る。 したが って,こ の構文 の語順 も旧 ・新 の原 則を反映 してい る と
言 え る。
佐藤(1979:131)は,(34)に対 し,次 の よ うに
(39)Megustaca{6.
主 語が無冠詞 の文 も実在す ることか ら,こ の文末 の要 素は,心 理的 には主語 と
い うよ りも目的語 と感 じられて いるのではな いか と述 べ ている。 この趣 旨の主
張 は,古 くか ら後述 の再 帰受動文につ いて もなされてい るが,そ の よ うな意識
があ る とす れぽ,そ の本 質は,経 験動詞 文 と通常 の主 語前置文 との間 に情 報構
造 上の共通 性が存在す るこ とに あ ると思われ る。
経験動詞 型の構文 は,ス ペ イ ソ語 では非常 に広 く用 いられ,本 来,こ の ヵテ
ゴ リーに属 していない動詞 で も同 じ構成 を とることが あ る。
(40)Nole血oviaelinter6s.
9)AldnaBlecua(1975)は,後 述の判断文を作る動詞とともにverboscuasi・imperso.
nalesと よんでいるが,適 当とは思えない。
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(41)Nomepasanada.
しか し,い ずれ の動詞 にせ よ,こ の型の構文 で も主語が 旧であれぽ,主 題 化 し
て前置 され るのが普通 であ る。
(42)Elcaf6megusta.
(43)Elinter6snoiemovia.
ちなみに,(34)お よび(39)に 対応す る 日本文 は 「(私は)コ ー ピーが好 きで
す」 であ るのに対 し,(42)は 「(私は)コ ーヒーは好 きです」 とな る で あ ろ
う。Fish(1959:585)が 引用 してい る次 のイ ソタ ヴュー記事は,
(44)こLeagradaPicassoP-No.一こNiDaliP-Si.Dali
megusta.[ダ リは好 きだ]
まさ し く主語 が旧であ る と主題 化す る とい う適例で あろ う。
3.3.再 帰受動文 いわゆ る再帰受動文 は,主 語 と動詞 の呼応 が見 られ る点
を 除 くと,能 動 のse不 定 人称文 と特 に異な る ところはな い。七 たが って,se
不定 人称文 の一部 であ ると考え るが,動 詞 の呼応 とい う顕著 なcoding特 徴巻
示す ので,そ こに出現 す る名詞 句が(文 法的)主 語で あ るこ とは認 め ざるを得
な いだろ う。そ こで,幽この主語 の位 置が 問題 とな る。
一般 に,再 帰受動文 は主語後置 とな る。
,(45)Sealquilanhabitaciones.一
(46)Seimpusoelordenconstitucional.
も ともと再帰受動文 は,故 意に またはやむ をえず動作主 を明示せず,主 語 とし
て実現す る被動作老 に焦点 を当 て ることを伝達上 の主 目的 とす る表現手段 であ
る。 したが って,主 語 が文末に置か れ るのは 当然 の こ とであ る。
しか し,主 語が 旧であれぽ,す でに述べた情報 構造の原則 どお り主題 とな る
こと もまた 不思議で はない。
(47)Estashabitacionessealquilanadiezpesos.(Fish,1959)
(48)Elcaf6sesirveal丘ndeIacomida.(ibid.)
Bull(1952)は,多 数 の再帰 文の文例 を分 析 した結 果,固 有名 詞お よび定冠
詞つ き普通 名詞の主語 は大 半が前置 され るこ と,一 方,不 定冠詞 つ き普通 名詞
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お よび 無修飾 の普通名 詞の主語 はほ とん ど後置 され るこ とを明 らかに した。 こ
れ を言いかえれぽ,既 知 の主語 は前置 され,朱 知 の主語 は後 置 され る傾 向が強
い とい うこ とであ る。 これは,既 述の 旧 ・新 の原則に よ り主 語の語順 の選 択が
行われ てい る ことを裏付け る証拠 と見 るこ とがで きる。
3.4.判 断文 主語後置 が原 則 とな ってい る構 文 の最後 の類型 として取 上げ
るのは判 断文(oraci6ndejuicio)で あ る10)。 一
(49)Esjustoqueloscastiguen.
(50)Importaqueguardestuspalabras.
この型の構文 は,し ば し非 人称文 として扱 われ るが,文 法的に は文末 の補文 が
主語 であ る と判断 され る。 いわ ゆ る主語 が外置(extraposici6n)さ れ た構 文で
ある。 しか し,こ の構文 も既述 の主語後 置文 と同様,主 語前置文 を基底 と して
そ こか ら派生 した とは考 え られな い。 実際 に,ス ペ イ ン語では,こ の種の構文
の主 語前置は 許容 され ない よ うである。
今 まで取上 げて きた構文 と判断文 との大 きな相違 点は,こ の溝文 では,文 頭
の述語 の部分 が新,後 続す る主 語補文 が旧であ り,新 一 旧の配列 とな ってい る
ことであ る。 この点で,判 断文は,擬 似分 裂文 と
(51)Esmihermanamayorlaquesecasa.
(52)FuelapropiaMarcequienlebusp6acomodoencasadel
viejo.(Coste.Redondo,1965)
情報構造上 の平行性が あ ると考え られ る。 どち らも新 の要素 が旧に先行 し,こ
れが焦点 とな る有標 の構成を とってい るか らであ る。
この型 の構 文は,右 方転 位 また は文要 素の反復 とい う事象 とあわせ て,さ ら
に検討す る必要が あ るが,本 論で は,こ れ以上 ふれない でお く。
4。 結 論
スペイ ン語 の語 順には,情 報構 造が深 く,関与 して お り,統 語的制約か ら逸 脱
10)こ の種の構文は,主 としてある命題に対する話し手の判断やモダリティーを表現する
ので判断文とした。
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しない限 り新 ・旧情報の配列が語順に反映 している.と考えられる。主要な4種
類の主語後置文についても,判 断文を例外 として,一 般に旧 ・新 の情報原則に
従っている点では主語前置文 と共通する一貫性がある。
これまで論 じた概念や原則は,も っと精密化する必要があるし,語 順の決定
には多数の要因が関与 していると思われるので,さ らに別の観点からも検討す
る必要がある。 しかし,少 くとも情報構造がスペイ ン語の語順決定に大きな役
割を演じていることは疑いない と考える。
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